



























































































































































































































































































































































　 フ ィ ン ラ ン ド の「KiVa反 い じ め プ ロ グ ラ ム 」（KiVa Anti-bullying 
Program）は、先進的で有効な“反いじめ”学校教育プログラムとして知ら


















































































































































































































































































　KiVaプ ロ グ ラ ム の 全 体 像 は、 プ ロ グ ラ ム の ウ ェ ブ サ イ ト「KiVa 
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【注１】
　KiVaプログラムをリードした Salmivalli, Poskiparta, Ahtola, & Haataja（2013）の著者全員が
女性研究者である。
【注２】
　本稿は、2015年12月23日に行われた白鷗大学教職支援室主催教職支援「クリスマス必勝セミ
ナー」での学生向け講演資料に新たに加筆したものである。講演では、仁平義明（2013）「“サ
イバーいじめ”に関する研究の動向 ―対応のためのエビデンス―」（白鷗大学情報処理教育
センター年報）の内容も使用したので、その一部を本稿に含めた。
